
医師業務の負担軽減

負担軽減・
処遇改善事項

令和８年度取り組み計画

糖尿病コーディネート看護師の配置 認定看護師を含む糖尿病コーディネート看護師を配置し、在宅療養における指導・管理等を行う他、地域の医療機関との連携を図る。

各種統計・調査 症例実績や各種臨床データの整理、医師に対して依頼のあった調査業務等を事務職員が代行し負担軽減を図る。

医師事務作業補助者の配置 医師事務作業補助者を各診療科に配置できるよう採用を増やし、更なる業務軽減を図る。

地域の他の医療機関との連携体制
患者へピカピカリンクの制度等について周知するとともに登録者数増加を目標とし、引き続き利用を促進する。令和８年度の新規登録者数は前年度よりも増加することを目標とする。
令和７年度登録者件数：53件

外来縮小の取り組み 逆紹介を進めていくこととする。

当直に対する配慮 診療援助による当直業務を大学等へ依頼し、負担軽減を図る。

非常勤医師の採用 特殊診療科の外部医師等を採用し、医師のサポートを行う。

関係職種との
役割分担

初診時の予診の実施、入院時のオリエンテーション、服薬指導等医療関係職種や事務職員等と役割分担を行い、医師の負担軽減を図る。

疑義照会に関する処方修正代行 タスクシェアの観点から、薬剤部にて医師の同意のもと疑義照会に関する処方修正を代行する。

薬剤管理指導 病棟にて薬剤管理指導を積極的に行い、医師の負担軽減に努める。

診断書等の計測代行 障害者手帳等の診断書の計測等を代行して行っていく。

看護業務の負担軽減

負担軽減・
処遇改善事項

令和８年度取り組み内容

看護補助者の増員 病棟看護補助者を増員することにより看護師が行っている看護補助業務をできるだけ看護補助者に実施させる。夜間の配置を検討し、看護師の更なる業務負担軽減を図る。

事務助手の配置
業務の見直しを行い、看護補助業務の拡大を図る。
病棟クラークの募集を行い、更なる業務軽減を図る。

臨床工学技士の配置 人工呼吸器、セントラルモニタ等の機器の中央管理を行うことにより、病棟でのメンテナンス、修理対応を行い、トラブル発生を防ぎ、看護業務の負担軽減を図る。

ＳＰＤ 今後もＳＰＤを活用して、物品管理業務の負担軽減を図る。

病棟薬剤管理業務 病棟薬剤師を配置し、与薬の準備、持参薬の確認等積極的な支援を行う。

夜間における看護業務の負担軽減 夜間100対1急性期看護補助体制加算の取得を目指し、夜間の看護補助者を増員（派遣も検討）することで看護師業務の更なる負担軽減を図る。
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